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自主的審議とは、地域協議会が地域住民としての観点から地域の課題や地域の活性化などについ

て話合いを行うものです。私たち地域協議会では、委員それぞれが考える自主的審議事項の検討に

向けた提案を行い、テーマごとにＡグループとＢグループに分かれて話合いを進めています。 

 
＜Ａグループ＞ 

地域協議会Ａグループでは、これまで浦川原区内の様々な活動団体から「地域の抱える課題、将来に向けて

の取組や方向性」等について、貴重なご意見や想いをお聴きしてきました。また、地域協議会が毎年行ってい

る「中学生との意見交換」では、昨年、浦川原区の伝統文化・芸能や芸術を現地に一緒に赴いて体験し、その素

晴らしい文化や伝統を守ることの重要性や苦労を感じ取っていただいた上で、「飯室神楽保存会」「月影雅楽保

存会」「保倉川太鼓」の３団体の活動や将来に向けての課題・不安に対し、中学生が考えた解決策や展望、さら

に自分たちが出来る協力は何かをプレゼンテーションしてくれました。Ａグループでは、生徒の皆さんが真剣

に取り組み、考えてくれた貴重な意見に触れ、地域協議会としても重要な審議事項の 1 つと位置付けて、検討

を進めています。 

 伝統文化や芸能・芸術を守る事業は、その事業によって利益が出ることはありません。存続や継承には計り

知れない苦労や努力の上に成り立っているからこそ、地域で人と心がつながることにより、浦川原区に住む誇

りと愛着が生み出されると思っています。これからも住民の皆様方からのご意見を伺いながら取り組んでまい

ります。 

 最後に、10月28日に開催されます「浦川原中学校閉校記念音楽祭」に浦川原区を代表する３団体「飯室神楽

保存会」・「月影雅楽保存会」・「保倉川太鼓」の出演が予定されています。一堂に会する出演は初めてとなりま

すので、是非ご覧ください。 

自 主 的 審 議 事 項 の 進 捗 状 況 

 

月影雅楽保存会 飯室神楽保存会 
中学生との意見交換会 
（令和 4年 11月 8日） 

 

保倉川太鼓 
浦川原小学校での指導 
（令和5年6月16日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

日付 項 目 主な内容 

令和5年 

3/25 
令和4年度地域活動支援事業成果報告会（浦川原コミュニティプラザ） 

3/25 

令和4年度 

第12回浦川原区地域協議会 

(浦川原コミュニティプラザ) 

・中学生との意見交換会（「浦川原いいとこ探し」まとめ発表会）に

ついて【委員からの報告】 

・令和５年度浦川原区の主な事業と予算について【市からの報告】 

・３区中学校統合の進捗状況について【市からの報告】 

・令和４年度の活動実績・振り返りと令和５年度の活動計画の検討に

ついて【協議】 

4/25 

令和5年度 

第1回浦川原区地域協議会 

(浦川原コミュニティプラザ) 

・令和５年度第１回浦川原区公共交通懇話会の開催結果について【委

員からの報告】 

・３区中学校統合の進捗状況について【市からの報告】 

・令和５年度活動計画について【協議】 

5/30 
第2回浦川原区地域協議会 

（浦川原コミュニティプラザ） 

・中山間地域農業「将来ビジョン」の完成と実践に向けた取組方針に

ついて【市からの報告】 

・第２次上越市総合公共交通計画後期計画について【市からの報告】 

・３区中学校統合の進捗状況について【市からの報告】 

・地域自治の推進に向けたヒアリング調査について【市からの報告】 

・研修会について【協議】 

 

 

 

 

【編集後記】 
先日開催された浦川原中学校として最後の体育祭。その全校リレーでの出来事。序盤でバトンパスがうま

くいかず大差をつけられ、最下位で大苦戦を強いられることとなった白チーム。それでも走者誰一人あきら

めることなく、むしろ火がついたかのように全力でバトンをつなぎ、最後は最下位を脱しゴールを果たした

のです。生徒の皆さんの「あきらめない姿」を目の前にし、心が洗われ、深く感銘を受けました。風薫る５月

３１日、実に爽やかな１日となりました。 

 

活 動 報 告（ 3月 ～ 5月 ） 

 
＜Ｂグループ＞ 

５月１１日の自主的審議事項検討会における「上越市からの意見書の回答精査」と 

「浦川原区での自主活動」についての報告 

〇 回答の精査 

大きく区分すると、上越市と北越急行株式会社の今後の折衝状況をチェックしていく方向(３項目)と、浦

川原区(住民参加)として自主的に実施していく２項目に分かれています。 

〇 上越市と北越急行株式会社の折衝をはじめ、直江津地区工場群等への協力要請が必要な３項目については、

解決に時間を要するため、折衝の内容をチェックできる体制を整えて見守ることとしました。 

① 上越妙高駅への乗り入れ本数を多くすること 

② 黒井駅(JR)への停車本数を多くすること 

③ 新車両にはトイレを設置すること 

以上３項目ですが、いずれも上越市は折衝相手と内容が多岐にわたり、交渉が必要なため、時間を要する

ことについて了解しました。 

〇 浦川原区が自主的に実行し、浦川原区をはじめとした東頸地区の鉄道(ほくほく線)の大切さを認識する機

会づくり、マイレール意識を各人に持っていただく活動として、次の２項目については、住民組織である「NPO

法人夢あふれるまち浦川原」で企画し、協力団体(決定済み)と連携して進めていきます。 

① 北越急行株式会社のネットショップ網を生かして農産物等、特産品を販売する。利益は、生産者・北越

急行株式会社をはじめ関係者に還元していく 

② 虫川大杉駅・うらがわら駅両駅舎の活用策として「イベント会場」「交流場所」等、柔軟に活用してい

く 

この２項目は、北越急行株式会社・上越市浦川原区総合事務所との調整等が必要となります。 

実行に移すべき具体的内容については、６月１２日の自主的審議事項検討会で検討しています。 


